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問1 地球は太陽の周りを1年かけて公転しているため、地球から見た太陽は星座の間を縫うように移動し、1年で天球上を1周する
ように見えます。この天球上における太陽の見かけの通り道を何といいますか。 （2025年　栃木公立入試　類似）

1.  黄道 2.  白道 3.  赤道 4.  天の川

問2 金星の構成物質と、空で明るく輝いて見える理由の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2016年　富山公立入試　類似）

1.  岩石でできており、太陽光を反
射して光っている。

2.  ガスでできており、太陽光を反
射して光っている。

3.  岩石でできており、自ら光を放
っている。

4.  ガスでできており、自ら光を放
っている。

問3 天体の分類と名称について述べた説明として、正しいものはどれですか。 （2015年　福井公立入試　類似）

1.  自ら光を放ち、夜空で互いの位
置を変えない天体を衛星という。

2.  太陽のまわりを公転している天
体のうち、特に質量の大きなもの
を衛星という。

3.  惑星のまわりを公転する天体を
衛星と呼び、地球における月がこ
れに該当する。

4.  太陽のまわりを非常に細長い楕
円軌道で公転し、氷やチリを主成
分とする天体を衛星という。

問4 緯度が0度の赤道上において、秋分の日の太陽の動きを透明半球上に記録したと想定する。このときの、太陽が最も高く上がっ
たときの高度（南中高度）と、太陽の動線（太陽が動く道筋）が地平線となす角度の関係について述べたものとして適切なも
のはどれか。 （2025年　福岡公立入試　類似）

1.  南中高度は90度であり、太陽
の動線は地平線に対して垂直に交
わる。

2.  南中高度は90度であるが、太
陽の動線は地平線に対して斜めに
交わる。

3.  南中高度は66.6度であり、太
陽の動線は地平線に対して垂直に
交わる。

4.  南中高度は23.4度であり、太
陽の動線は地平線に対して斜めに
交わる。

問5 日本で北の空の星を長時間観察すると、すべての星がある特定の星を中心に、1日に1回回転しているように見える。この現象
の名称と、星が回転する向きの組み合わせとして適切なものを選択肢から選びなさい。 （2023年　富山公立入試　類似）

1.  日周運動・反時計回り 2.  日周運動・時計回り 3.  年周運動・反時計回り 4.  年周運動・時計回り

問6 満月のときの太陽、地球、月の位置関係を考慮すると、満月が南の空に最も高く上がる「南中」が起こる時間帯として最も適
切なものはどれですか。 （2022年　新潟公立入試　類似）

1.  真夜中（午前0時ごろ） 2.  正午（午後12時ごろ） 3.  夕方（午後6時ごろ） 4.  明け方（午前6時ごろ）

問7 恒星である太陽と、その周りを公転している惑星である地球の違いを、「光」の観点から説明したものとして最も適切なもの
はどれですか。 （2026年　山形公立入試　類似）

1.  太陽は自ら光を放っているが、
地球は太陽の光を反射して輝いて
いる。

2.  太陽は地球の光を反射している
が、地球は自ら光を放っている。

3.  太陽も地球も自ら光を放ってい
るが、太陽の方がエネルギーが大
きいため明るい。

4.  太陽も地球も自らは光を放って
おらず、銀河系の中心からの光を
反射している。

問8 地球の公転にともなって、太陽が天球上を1年かけて1周するように見える、見かけ上の通り道の名称として正しいものを選択
してください。 （2020年　山形公立入試　類似）

1.  黄道 2.  天の赤道 3.  白道 4.  子午線

問9 地球の自転にともなう太陽の見かけの運動について、太陽が天球上を1時間に移動する角度として最も適切なものはどれか。
（2020年　石川公立入試　類似）

1.  10度 2.  15度 3.  20度 4.  24度

問10 火星や木星のように、地球よりも外側の軌道を公転している惑星の名称として最も適切なものを答えなさい。 （2025年　新潟公立入試　

類似）

1.  外惑星 2.  内惑星 3.  恒星 4.  衛星
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
黄道

地球の公転によって、観測者から見た太陽の方向が変化し、背景にある星座が移り変わることで太
陽が動いているように見えます。この軌道を黄道（こうどう）と呼びます。選択肢にある「白道」
は月の通り道、「天の川」は銀河系の星が集まって見えている部分を指します。

問2 答え 1
岩石でできており、太陽光を反射して光
っている。

金星は地球と同じく岩石を主成分とする地球型惑星に分類されます。また、恒星ではないため自ら
光を放つことはありませんが、太陽の光を反射することで地球から非常に明るく観測されます。

問3 答え 3
惑星のまわりを公転する天体を衛星と呼
び、地球における月がこれに該当する。

天体の分類は、何を中心に公転しているかという関係性によって決まります。恒星である太陽のま
わりを公転する天体は惑星や小惑星などですが、その惑星のまわりをさらに公転する天体を衛星と
呼びます。自ら光るものは恒星、尾が見えるものは彗星として区別して理解する必要があります。

問4 答え 1
南中高度は90度であり、太陽の動線は
地平線に対して垂直に交わる。

赤道上では天の赤道が天頂（真上）を通る。秋分の日は太陽が天の赤道上を移動するため、太陽が
真南（あるいは真北）に来る南中時には、太陽は天頂に位置することになり、その高度は90度とな
る。また、赤道上では天の赤道が地平線と垂直に交わっているため、太陽が描く半円状の軌跡も地
平線に対して垂直な角度を保ったまま移動する。

問5 答え 1
日周運動・反時計回り

地球が地軸を中心に1日に1回自転しているため、天球上の星は北極星を中心に回転しているように
見える。これを星の日周運動と呼ぶ。日本から北の空を観察した場合、星は北極星を中心に1時間
で約15度、反時計回りに移動する。

問6 答え 1
真夜中（午前0時ごろ）

満月は太陽とちょうど反対側に位置しているため、太陽が真下（地球の裏側）にあるとき、月は真
上に位置することになります。太陽が真下にある時間帯は真夜中の午前0時ごろであるため、満月
はこの時間帯に南中します。逆に、夕方に東の空から昇り、明け方に西の空へ沈みます。

問7 答え 1
太陽は自ら光を放っているが、地球は太
陽の光を反射して輝いている。

恒星の定義は、みずから光や熱を放出している天体であることです。太陽系においては、中心にあ
る太陽のみが恒星であり、その周囲を回る地球などの惑星や月などの衛星は、自ら光を出すことは
なく恒星の光を反射することで観測されます。

問8 答え 1
黄道

地球が太陽のまわりを公転しているため、地球から太陽を見ると、太陽は星座の間を縫うように移
動しているように見えます。この天球上における太陽の通り道を「黄道」と呼びます。「天の赤
道」は地球の赤道を天球にまで延長したもの、「白道」は月の通り道であり、混同しないよう注意
が必要です。

問9 答え 2
15度

地球は24時間で1回自転（360度回転）しているため、天球上の太陽は、360度を24時間で割った
15度分だけ、1時間ごとに移動しているように見える。この運動を太陽の日周運動と呼ぶ。

問10 答え 1
外惑星

地球の公転軌道よりも外側を公転している惑星は外惑星と呼ばれます。これに対し、水星や金星の
ように地球よりも内側を公転する惑星は内惑星と呼ばれます。


